


















新生児細菌感染症に対する免疫学的治療の基礎的・臨床的研究として,1)新生児の好中球過

酸化水素産生能の検討,2)Fibronectin の動態,3)好中球走化能,付着能の検討を行ない、免

疫学的治療との相関性を明らかにした。今回は,本邦における免疫学的治療の実際と評価に

ついて,全国主要施設にアンケート調査し,貴重な集計結果を得た。また,関西医大未熟児セ

ンター(NICU)に入院した新生児感染症のうち交換輸血 19 例,未施行 13 例について検討し,

問題点を明らかにした。 


